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【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の式Ｉ：
【化１】

の免疫刺激性核酸分子を含む組成物であって、ここで、
　Ｚ１、Ｚ２、およびＺ３の各々は、独立して、０～１２ヌクレオチド長のあらゆる配列
であって、該配列は、必要に応じて、非ヌクレオチドリンカーもしくは無塩基性ｄＳｐａ
ｃｅｒを含み；
　Ｘ１およびＸ２の各々は、独立して、ヌクレオチドであって、該ヌクレオチドは、チミ
ン、ウラシル、アデニン、もしくは５－置換ウラシルを含むヌクレオチドであり；
　Ｙ１およびＹ２の各々は、独立して、シトシン（Ｃ）もしくは改変シトシンであり；
　Ｒ１およびＲ２の各々は、独立して、グアニン（Ｇ）もしくは改変グアニンであり；
　ＮおよびＮ’の各々は、独立して、０～１２ヌクレオチド長のあらゆる配列であって、
該配列は、必要に応じて、非ヌクレオチドリンカーもしくは無塩基性ｄＳｐａｃｅｒを含
み；
　Ｓ１は、非ヌクレオチドリンカー、無塩基性リンカー（ｄＳｐａｃｅｒ）、トリエチレ
ングリコールユニットもしくはヘキサエチレングリコールユニットであって、２’５’－
ヌクレオシド間結合、５’５’－ヌクレオシド間結合、３’３’－ヌクレオシド間結合、
２’２’－ヌクレオシド間結合、もしくは２’３’－ヌクレオシド間結合を必要に応じて
提供し；
　Ｓ２は、１～１０ヌクレオチド長のあらゆる非パリンドローム配列もしくは非ヌクレオ
チドリンカー、無塩基性リンカー（ｄＳｐａｃｅｒ）、トリエチレングリコールユニット
もしくはヘキサエチレングリコールユニットであり；
　Ｎ１，Ｎ２，．．．．Ｎｎ、およびＮ１＃，Ｎ２＃，．．．Ｎｎ＃の各々は、任意のヌ
クレオチドもしくは改変ヌクレオチドであって、ここでＮ１は、Ｎ１＃と塩基対を形成し
、Ｎ２は、Ｎ２＃と塩基対を形成し、．．．そしてＮｎは、Ｎｎ＃と塩基対を形成し；
　ｋは、０～５までの整数であり；
　ｎは、２～１６までの整数であり；
　ｐは、１～６までの整数であり；そして
　ｑは、０～１０までの整数であり、そしてここで
　（Ｎｎ）．．．（Ｎ２）（Ｎ１）Ｓ２（Ｎ１＃）（Ｎ２＃）．．．（Ｎｎ＃）が１０～
４２ヌクレオチド長である場合、Ｓ２は、４～１０ヌクレオチド長であり、かつＳ２は、
非ヌクレオチドリンカー、無塩基性リンカー（ｄＳｐａｃｅｒ）、トリエチレングリコー
ルユニットもしくはヘキサエチレングリコールユニットを含み、かつ／または（Ｎｎ）．
．．（Ｎ２）（Ｎ１）Ｓ２（Ｎ１＃）（Ｎ２＃）．．．（Ｎｎ＃）は、２／３未満のＧＣ
含量を有する、
組成物。
【請求項２】
Ｎ１，Ｎ２，．．．．ＮｎおよびＮ１＃，Ｎ２＃，．．．Ｎｎ＃の各々は、Ｃ、Ｇ、もし
くはこれらの改変体から選択され、そしてＣはＧと塩基対を形成する、請求項１に記載の
免疫刺激性核酸分子。
【請求項３】
Ｎ１，Ｎ２，．．．．ＮｎおよびＮ１＃，Ｎ２＃，．．．Ｎｎ＃の各々は、Ｔ、Ａ、もし
くはこれらの改変体から選択され、そしてＴはＡと塩基対を形成する、請求項１に記載の
免疫刺激性核酸分子。
【請求項４】
Ｎ１，Ｎ２，．．．．ＮｎおよびＮ１＃，Ｎ２＃，．．．Ｎｎ＃の各々は、Ｃ、Ｔ、Ａ、
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Ｇ、もしくはこれらの改変体から選択され、そしてＣはＧと塩基対を形成し、ＴはＧと塩
基対を形成し、ＡはＴと塩基対を形成し、そしてＡはＧと塩基対を形成する、請求項１に
記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項５】
Ｎ１，Ｎ２，．．．．ＮｎおよびＮ１＃，Ｎ２＃，．．．Ｎｎ＃の各々は、ワトソン－ク
リック塩基対を形成する、非改変ヌクレオチドもしくは改変ヌクレオチドから選択される
、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項６】
Ｎ１，Ｎ２，．．．．ＮｎおよびＮ１＃，Ｎ２＃，．．．Ｎｎ＃の各々のうちの少なくと
も１つは、ワトソン－クリック塩基対を形成する、非改変ヌクレオチドもしくは改変ヌク
レオチドから選択される、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項７】
少なくとも１つのホスホジエステル結合で部分的に安定化した骨格をさらに含む、請求項
１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項８】
少なくとも１つの安定化したヌクレオチド間結合を有する骨格をさらに含む、請求項１に
記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項９】
前記オリゴヌクレオチドのヌクレオチド間結合は、全てホスホロチオエート結合である、
請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項１０】
Ｙ１Ｒ１もしくはＹ２Ｒ２のうちの少なくとも１つを結合するホスホジエステル結合で部
分的に安定化した骨格をさらに含む、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項１１】
Ｙ１はＣである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項１２】
Ｒ１はＧである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項１３】
Ｙ１はＣであり、Ｒ１はＧである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項１４】
Ｘ１もしくはＸ２は、Ｔである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項１５】
Ｘ１はＴであり、Ｘ２はＴであり、Ｙ１はＣであり、Ｒ１はＧであり、ｋは１である、請
求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項１６】
Ｘ１はＴであり、Ｘ２はＴであり、Ｙ１はＣであり、Ｒ１はＧであり、ｋは１であり、ｐ
は１であり、ＮおよびＮ’ならびにＺ３は、各々、ヌクレオチドを含まず、Ｚ２はＴＴＴ
Ｔもしくはｄ（ＵＵＵＵ）である、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項１７】
Ｓ２は、非ヌクレオチドリンカーである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項１８】
Ｓ２は、少なくとも１つの無塩基性ｄＳｐａｃｅｒ残基を含む、請求項１に記載の免疫刺
激性核酸分子。
【請求項１９】
前記オリゴヌクレオチドは、少なくとも１つの分枝状非ヌクレオシド結合を含む、請求項
１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項２０】
少なくとも１つの二重ユニット、少なくとも１つの三重ユニット、または少なくとも１つ
の二重ユニットと少なくとも１つの三重ユニットをさらに含む、請求項１に記載の免疫刺
激性核酸分子。
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【請求項２１】
Ｓ１は二重ユニットまたは三重ユニットである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項２２】
前記オリゴヌクレオチドは、少なくとも１つの２’５’－ヌクレオシド間結合、５’５’
－ヌクレオシド間結合、３’３’－ヌクレオシド間結合、２’２’－ヌクレオシド間結合
、または２’３’－ヌクレオシド間結合を含む、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項２３】
式ＩＩＩ：
　　　　　　　　　　　　　（Ｚ’）ｍＺ３（Ｓ３）　　　　　　（式ＩＩＩ）
の免疫刺激性核酸分子であって、ここで
Ｚ’は、以下：
【化２】

であり；
　Ｚ１、Ｚ２、およびＺ３の各々は、独立して、０～１２ヌクレオチド長のあらゆる配列
であり、該配列は、必要に応じて、非ヌクレオチドリンカーまたは無塩基性ｄＳｐａｃｅ
ｒを含み；
　Ｘ１およびＸ２の各々は、独立して、チミン、ウラシル、アデニン、または５－置換ウ
ラシルを含むヌクレオチドであり；
　Ｙ１およびＹ２の各々は、独立して、シトシンまたは改変シトシンであり；
　Ｒ１およびＲ２の各々は、独立して、グアニンまたは改変グアニンであり；
　ＮおよびＮ’の各々は、独立して、０～１２ヌクレオチド長のあらゆる配列であり、該
配列は、必要に応じて、非ヌクレオチドリンカーまたは無塩基性ｄＳｐａｃｅｒを含み；
　Ｓ１は非ヌクレオチドリンカー、無塩基性リンカー（ｄＳｐａｃｅｒ）、トリエチレン
グリコールユニットまたはヘキサエチレングリコールユニットであって、必要に応じて、
２’５’－ヌクレオシド間結合、５’５’－ヌクレオシド間結合、３’３’－ヌクレオシ
ド間結合、２’２’－ヌクレオシド間結合、または２’３’－ヌクレオシド間結合を提供
し；
　Ｓ２は、１～１０ヌクレオチド長のあらゆる非パリンドローム配列または非ヌクレオチ
ドリンカー、無塩基性リンカー（ｄＳｐａｃｅｒ）、トリエチレングリコールユニットま
たはヘキサエチレングリコールユニットであり；
　Ｓ３は、直接的または間接的な２’５’－ヌクレオシド間結合、５’５’－ヌクレオシ
ド間結合、３’３’－ヌクレオシド間結合、２’２’－ヌクレオシド間結合、または２’
３’－ヌクレオシド間結合、または非ヌクレオチドリンカーであり、該非ヌクレオチドリ
ンカーは、無塩基性リンカー（ｄＳｐａｃｅｒ）、トリエチレングリコールユニット、ま
たはヘキサエチレングリコールユニットを含み、該無塩基性リンカーまたは該ユニットは
、ｍ配列部分の２’５’－結合、５’５’－結合、３’３’－結合、２’２’－結合、ま
たは２’３’－結合を促進し；
　Ｎ１，Ｎ２，．．．ＮｎおよびＮ１＃，Ｎ２＃，．．．Ｎｎ＃の各々は、任意のヌクレ
オチドまたは改変ヌクレオチドであって、ここでＮ１は、Ｎ１＃と塩基対を形成し、Ｎ２

は、Ｎ２＃と塩基対を形成し、Ｎ３は、Ｎ３＃と塩基対を形成し、．．．そしてＮｎは、
Ｎｎ＃と塩基対を形成し；
　ｋは、０～５の整数であり；
　ｍは、２～１０の整数であり；
　ｎは、２～１６の整数であり；
　ｐは、１～６の整数であり；そして
　ｑは、０～１０の整数である、
免疫刺激性核酸分子。
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【請求項２４】
【化３】

は、非パリンドローム配列である、請求項１または請求項２３に記載の免疫刺激性核酸分
子を含む組成物。
【請求項２５】

【化４】

は、
【化５】

であり、ＬはｄＳｐａｃｅｒである、請求項１または請求項２３に記載の免疫刺激性核酸
分子を含む組成物。
【請求項２６】

【化６】

は、パリンドローム配列である、請求項１または請求項２３に記載の免疫刺激性核酸分子
を含む組成物。
【請求項２７】

【化７】

は、
【化８】

である、請求項１または請求項２３に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項２８】

【化９】

は、

【化１０】

である、請求項１または請求項２３に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項２９】
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【化１１】

は、以下の配列
【化１２】

を含み、ここでＬは、ｄＳｐａｃｅｒである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項３０】
【化１４】

は、以下の配列

【化１５】

を含む、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項３１】
以下の配列：
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【化１６】

を含む、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項３２】
以下の配列：
【化１７】

を含み、ここでＬはｄＳｐａｃｅｒである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項３３】
以下の配列：
【化１９】

を含む、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項３４】
以下の配列：
【化２０】

を含む、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項３５】
以下：
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【化２１】

から選択される配列を含み、ここでＬはｄＳｐａｃｅｒであり、
【化２１Ａ】

はホスホロチオエートであり、

【化２１Ｂ】

はホスホジエステルである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項３６】
以下：
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【化２３】

から選択される配列を含み、ここで、
【化２３Ａ】

はホスホロチオエートであり、
【化２３Ｂ】

はホスホジエステルである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項３７】
以下：
【化２４】

から選択される配列を含み、ここで、

【化２４Ａ】

はホスホロチオエートであり、
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【化２４Ｂ】

はホスホジエステルである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項３８】
以下：

【化２５】

から選択される配列を含み、ここで、

【化２５Ａ】

はホスホロチオエートであり、
【化２５Ｂ】

はホスホジエステルである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項３９】
以下の配列：
【化２６】

を含み、ここで、
【化２６Ａ】

はホスホロチオエートであり、

【化２６Ｂ】

はホスホジエステルである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項４０】
以下：

【化２７】

から選択される配列を含み、ここで、
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【化２７Ａ】

はホスホロチオエートであり、
【化２７Ｂ】

はホスホジエステルである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項４１】
以下の配列：
【化２８】

を含み、ここで、
【化２８Ａ】

はホスホロチオエートであり、

【化２８Ｂ】

はホスホジエステルである、請求項１に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項４２】
前記オリゴヌクレオチド中の少なくとも１つのヌクレオチドは、置換プリンもしくは改変
プリンまたは置換ピリミジンもしくは改変ピリミジンである、請求項１に記載の免疫刺激
性核酸分子。
【請求項４３】
前記置換ピリミジンは、Ｃ５－置換ピリミジンもしくはＣ６－置換ピリミジンである、請
求項４２に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項４４】
前記置換プリンは、Ｃ８－置換プリンもしくはＣ７－置換プリンである、請求項４２に記
載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項４５】
前記置換プリンもしくは改変プリンまたは置換ピリミジンもしくは改変ピリミジンは、５
－置換シトシン、６－置換シトシン、Ｎ４－置換シトシン、５－アザ－シトシン、２－メ
ルカプト－シトシン、イソシトシン、プソイド－イソシトシン、縮合環系を有するシトシ
ンアナログ、およびウラシル誘導体、チミン誘導体、７－デアザグアニン、７－デアザ－
７－置換グアニン、７－デアザ－８－置換グアニン、７－デアザ－８－アザグアニン、ヒ
ポキサンチン、Ｎ２－置換グアニン、５－アミノ－３－メチル－３Ｈ，６Ｈ－チアゾロ［
４，５－ｄ］ピリミジン－２，７－ジオン、２，６－ジアミノプリン、２－アミノプリン
、プリン、インドール、置換アデニン、８－置換グアニン、ならびに６－チオグアニンか
らなる群より選択される、請求項４２に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項４６】
前記置換プリンもしくは改変プリンまたは置換ピリミジンもしくは改変ピリミジンは、５
－メチル－シトシン、５－フルオロ－シトシン、５－クロロ－シトシン、５－ブロモ－シ
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トシン、５－ヨード－シトシン、５－ヒドロキシ－シトシン、６－ヒドロキシ－シトシン
、５－ヒドロキシメチル－シトシン、５－ジフルオロメチル－シトシン、ならびに非置換
型もしくは置換型の５－アルキニル－シトシン、Ｎ４－エチル－シトシン、Ｎ，Ｎ’－プ
ロピレンシトシン、フェノキサジン、５－フルオロ－ウラシル、５－ブロモ－ウラシル、
５－ブロモビニル－ウラシル、４－チオ－ウラシル、５－ヒドロキシ－ウラシル、５－プ
ロピニル－ウラシル、２－チオチミン、４－チオチミン、６－置換チミン、７－デアザ－
７－（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルグアニン、Ｎ２－メチル－グアニン、Ｎ６－メチル－アデ
ニン、８－オキソ－アデニン、８－ヒドロキシグアニン、および８－ブロモグアニンから
なる群より選択される、請求項４２に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項４７】
前記置換プリンもしくは改変プリンまたは置換ピリミジンもしくは改変ピリミジンは、ユ
ニバーサル塩基（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｂａｓｅ）、芳香族環系、および水素原子（ｄＳ
ｐａｃｅｒ）からなる群より選択される、請求項４２に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項４８】
前記置換プリンもしくは改変プリンまたは置換ピリミジンもしくは改変ピリミジンは、４
－メチル－インドール、５－ニトロ－インドール、３－ニトロピロール、Ｐ－塩基、およ
びＫ－塩基、ベンゾイミダゾール、ジクロロ－ベンゾイミダゾール、１－メチル－１Ｈ－
［１，２，４］トリアゾール－３－カルボン酸アミド、フルオロベンゼン、およびジフル
オロベンゼンからなる群より選択される、請求項４２に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項４９】
Ｎ、Ｓ、Ｘ、またはＺのいずれかは、Ｃ６－Ｃ３０アルキル鎖、胆汁酸、コール酸、タウ
ロコール酸、デオキシコール酸、コレステロール、オレイルリトコール酸、オレオイルコ
ラン酸、糖脂質、リン脂質、スフィンゴ脂質、イソプレノイド、ステロイド、ビタミン類
、ビタミンＥ、飽和脂肪酸、不飽和脂肪酸、脂肪酸エステル、トリグリセリド、ピレン、
ポルフィリン、テキサフィリン、アダマンタン、アクリジン、ビオチン、クマリン、フル
オレセイン、ローダミン、テキサスレッド、ジゴキシゲニン、ジメトキシトリチル、ｔ－
ブチルジメチルシリル、ｔ－ブチルジフェニルシリル、シアニン色素類、シアニン色素Ｃ
ｙ３、シアニン色素Ｃｙ５７６、Ｈｏｅｃｈｓｔ　３３２５８色素、ソラレン、およびイ
ブプロフェンからなる群より選択される残基によって置換されている、請求項１に記載の
免疫刺激性核酸分子。
【請求項５０】
　（ａ）（ＴＣＧ）ｎＮおよびＲＤＣＧＹ１Ｙ２Ｎから選択される免疫刺激性モチーフで
始まる５’末端であって、ここでＴはチミンであり、Ｃは非メチル化シトシンであり、Ｇ
はグアニンであり、Ｒはプリンであり、ＤはＣでなく、Ｙ１およびＹ２の各々は、独立し
てピリミジンであり、ｎは１～４の整数であり、Ｎは、０～１２塩基長のあらゆる配列で
ある、５’末端；
　（ｂ）ヘアピン構造もしくはステム－ループ構造を形成することができる逆方向反復で
終結する３’末端であって、該構造は、
　　２～６個の連続する塩基対長のＧＣ－リッチのステム、および
　　少なくとも１つのマッチしない塩基またはミスマッチ塩基
を含む、３’末端；ならびに
　（ｃ）少なくとも１つのホスホジエステル５’－ＣｐＧ－３’結合を含む、複数の安定
化された骨格、
を含む、免疫刺激性核酸分子。
【請求項５１】
前記ＧＣ－リッチステムは、２個の連続する塩基対長である、請求項５０に記載の免疫刺
激性核酸分子。
【請求項５２】
前記ＧＣ－リッチステムは、３個の連続する塩基対長である、請求項５０に記載の免疫刺
激性核酸分子。
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【請求項５３】
前記ＧＣ－リッチステムは、４個の連続する塩基対長である、請求項５０に記載の免疫刺
激性核酸分子。
【請求項５４】
前記ＧＣ－リッチステムは、５個の連続する塩基対長である、請求項５０に記載の免疫刺
激性核酸分子。
【請求項５５】
前記ＧＣ－リッチステムは、６個の連続する塩基対長である、請求項５０に記載の免疫刺
激性核酸分子。
【請求項５６】
前記ＧＣ－リッチステムは、少なくとも２個のＧ－Ｃ塩基対を含む、請求項５０に記載の
免疫刺激性核酸分子。
【請求項５７】
前記ＧＣ－リッチステムは、少なくとも３個のＧ－Ｃ塩基対を含む、請求項５０に記載の
免疫刺激性核酸分子。
【請求項５８】
前記少なくとも１つのマッチしない塩基またはミスマッチ塩基は、Ｔである、請求項５０
～５７のいずれか１項に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項５９】
少なくとも１つのホスホジエステル５’－ＣｐＧ－３’結合を含む前記部分的に安定化さ
れた骨格は、複数のホスホロチオエートヌクレオチド間結合をさらに含む、請求項５０に
記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項６０】
前記５’末端は、
【化２８－１】

として提供される配列を有する、請求項５０に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項６１】
前記逆方向反復で終結する３’末端は、

【化２８－２】

として提供される配列を有する、請求項５０に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項６２】
前記逆方向反復で終結する３’末端は、

【化２９】

として提供される塩基配列を有する、請求項５０に記載の免疫刺激性核酸分子。
【請求項６３】
【化３０】

として提供される塩基配列を有する、免疫刺激性核酸。
【請求項６４】
【化３１】
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として提供される塩基配列を有する、免疫刺激性核酸。
【請求項６５】
【化３２】

として提供される配列を有し、ここで、

【化３２Ａ】

はホスホロチオエートヌクレオチド間結合であり、
【化３２Ｂ】

はホスホジエステルヌクレオチド間結合である、免疫刺激性核酸。
【請求項６６】
【化３３】

として提供される配列を有し、ここで、
【化３３Ａ】

はホスホロチオエートヌクレオチド間結合であり、

【化３３Ｂ】

はホスホジエステルヌクレオチド間結合である、免疫刺激性核酸。
【請求項６７】
【化３４】

として提供される配列を有し、ここで、
【化３４Ａ】

はホスホロチオエートヌクレオチド間結合であり、

【化３４Ｂ】

はホスホジエステルヌクレオチド間結合である、免疫刺激性核酸。
【請求項６８】
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【化３５】

として提供される配列を有し、ここで、
【化３５Ａ】

はホスホロチオエートヌクレオチド間結合であり、
【化３５Ｂ】

はホスホジエステルヌクレオチド間結合である、免疫刺激性核酸。
【請求項６９】
請求項１～６８のいずれか１項に記載の免疫刺激性核酸分子および抗原を含む、ワクチン
。
【請求項７０】
請求項１～６８のいずれか１項に記載の免疫刺激性核酸分子および薬学的に受容可能なキ
ャリアを含む、薬学的組成物。
【請求項７１】
Ｉ型インターフェロン（ＩＦＮ）発現を誘導するための方法であって、該方法は、
　Ｉ型ＩＦＮを発現することができる細胞と、請求項１～６８のいずれか１項に記載の免
疫刺激性核酸とを、Ｉ型ＩＦＮの発現を誘導するに有効な量で接触させる工程、
を包含する、方法。
【請求項７２】
前記Ｉ型ＩＦＮは、インターフェロンα（ＩＦＮ－α）である、請求項７１に記載の方法
。
【請求項７３】
γインターフェロン（ＩＦＮ－γ）発現を誘導するための方法であって、該方法は、
　ＩＦＮ－γを発現することができる細胞と、請求項１～６８のいずれか１項に記載の免
疫刺激性核酸とを、ＩＦＮ－γの発現を誘導するに有効な量で接触させる工程、
を包含する、方法。
【請求項７４】
ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞を活性化するための方法であって、該方法は、
　ＮＫ細胞と、請求項１～６８のいずれか１項に記載の免疫刺激性核酸とを、該ＮＫ細胞
を活性化させるに有効な量で接触させる工程、
を包含する、方法。
【請求項７５】
感染を有するか、または感染を発生させる危険性がある被験体における感染を処置するた
めの組成物であって、該組成物は、該感染を処置または予防するに有効な量の、請求項１
～６８のいずれか１項に記載の免疫刺激性核酸を含む、組成物。
【請求項７６】
前記被験体は、ウイルス感染、細菌感染、真菌感染、または寄生生物感染から選択される
感染を有するかまたは該感染を発生させる危険性がある、請求項７５に記載の組成物。
【請求項７７】
前記被験体は、Ｂ型肝炎ウイルス（ＨＢＶ）、Ｃ型肝炎ウイルス（ＨＣＶ）、サイトメガ
ロウイルス（ＣＭＶ）、エプスタイン－バーウイルス（ＥＢＶ）、パピローマウイルス、
ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）、または単純疱疹ウイルス（ＨＳＶ）から選択されるウ
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イルスによるウイルス感染を有するかまたは該ウイルス感染を発生させる危険性がある、
請求項７５に記載の組成物。
【請求項７８】
前記被験体は、Ｌｅｉｓｈｍａｎｉａ、Ｌｉｓｔｅｒｉａ、またはＡｎｔｈｒａｘから選
択される細菌種による細菌感染を有するかまたは該細菌感染を発生させる危険性がある、
請求項７５に記載の組成物。
【請求項７９】
アレルギー状態を有するかまたは該状態を発生させる危険性がある被験体におけるアレル
ギー状態を処置するための組成物であって、該組成物は、該アレルギー状態を処置または
予防するに有効な量の、請求項１～６８のいずれか１項に記載の免疫刺激性核酸を含む、
組成物。
【請求項８０】
前記アレルギー状態は、アレルギー性喘息である、請求項７９に記載の組成物。
【請求項８１】
癌を有するかまたは癌を発生させる危険性のある被験体における癌を処置するための組成
物であって、該組成物は、該癌を処置または予防するに有効な量の、請求項１～６８のい
ずれか１項に記載の免疫刺激性核酸を含む、組成物。
【請求項８２】
前記癌は、基底細胞癌、胆管癌、膀胱癌、骨癌、脳および中枢神経系の癌、乳癌、子宮頚
癌、絨毛癌、結腸および直腸癌、結合組織癌、消化器系の癌、子宮内膜癌、食道癌、眼の
癌、頭部および頸部の癌、胃癌、上皮内新生物、腎臓癌、咽頭癌、白血病、肝癌、肺癌、
ホジキンリンパ腫および非ホジキンリンパ腫を含むリンパ腫、黒色腫、骨髄腫、神経芽腫
、口腔癌、卵巣癌、膵臓癌、前立腺癌、網膜芽腫、横紋筋芽細胞腫、直腸癌、腎臓癌、呼
吸器系の癌、肉腫、皮膚癌、胃癌、精巣癌、甲状腺癌、子宮癌、泌尿器系の癌、または他
の癌腫および肉腫から選択される、請求項８１に記載の組成物。
【請求項８３】
前記癌は、インターフェロンα（ＩＦＮ－α）での処置に感受性の癌である、請求項８１
に記載の組成物。
【請求項８４】
前記ＩＦＮ－αでの処置に感受性の癌は、ヘアリーセル白血病、慢性骨髄性白血病、皮膚
Ｔ細胞白血病、多発性骨髄腫、濾胞性リンパ腫、悪性黒色腫、扁平上皮癌、ＡＩＤＳ関連
カポージ肉腫、腎細胞癌、前立腺癌腫、子宮頚部形成異常、または結腸癌腫から選択され
る、請求項８３に記載の組成物。
【請求項８５】
感染の処置において使用するための医薬の製造のための、請求項１～６８のいずれか１項
に記載の免疫刺激性核酸の使用。
【請求項８６】
アレルギー状態の処置において使用するための医薬の製造のための、請求項１～６８のい
ずれか１項に記載の免疫刺激性核酸の使用。
【請求項８７】
アレルギー性喘息の処置において使用するための医薬の製造のための、請求項１～６８の
いずれか１項に記載の免疫刺激性核酸の使用。
【請求項８８】
癌の処置において使用するための医薬の製造のための、請求項１～６８のいずれか１項に
記載の免疫刺激性核酸の使用。
【請求項８９】
ＴＣＧＴＣＧＴＴＴＴＡＣＧＧＣＧＣＣＧＴＴＧＣＣＧ（配列番号４４）を含む、免疫刺
激性核酸。
【請求項９０】
本質的に、ＴＣＧＴＣＧＴＴＴＴＡＣＧＧＣＧＣＣＧＴＴＧＣＣＧ（配列番号４４）から
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なる、請求項８９に記載の免疫刺激性核酸。
【請求項９１】
少なくとも１つのヌクレオチド間結合が、ホスホロチオエートで改変される、請求項８９
に記載の免疫刺激性核酸。
【請求項９２】
各ヌクレオチド間結合が、ホスホロチオエートで改変される、請求項８９に記載の免疫刺
激性核酸。
【請求項９３】
前記オリゴヌクレオチド中の少なくとも１つのヌクレオチドが、置換プリンもしくは改変
プリンまたは置換ピリミジンもしくは改変ピリミジンである、請求項８９に記載の免疫刺
激性核酸。
【請求項９４】
前記置換ピリミジンが、Ｃ５－置換ピリミジンもしくはＣ６－置換ピリミジンである、請
求項９３に記載の免疫刺激性核酸。
【請求項９５】
前記置換プリンが、Ｃ８－置換プリンもしくはＣ７－置換プリンである、請求項９３に記
載の免疫刺激性核酸。
【請求項９６】
前記置換プリンもしくは改変プリンまたは置換ピリミジンもしくは改変ピリミジンが、５
－置換シトシン、６－置換シトシン、Ｎ４－置換シトシン、５－アザ－シトシン、２－メ
ルカプト－シトシン、イソシトシン、プソイド－イソシトシン、縮合環系を有するシトシ
ンアナログ、およびウラシル誘導体、チミン誘導体、７－デアザグアニン、７－デアザ－
７－置換グアニン、７－デアザ－８－置換グアニン、７－デアザ－８－アザグアニン、ヒ
ポキサンチン、Ｎ２－置換グアニン、５－アミノ－３－メチル－３Ｈ，６Ｈ－チアゾロ［
４，５－ｄ］ピリミジン－２，７－ジオン、２，６－ジアミノプリン、２－アミノプリン
、プリン、インドール、置換アデニン、８－置換グアニン、ならびに６－チオグアニンか
らなる群より選択される、請求項９３に記載の免疫刺激性核酸。
【請求項９７】
前記置換プリンもしくは改変プリンまたは置換ピリミジンもしくは改変ピリミジンが、５
－メチル－シトシン、５－フルオロ－シトシン、５－クロロ－シトシン、５－ブロモ－シ
トシン、５－ヨード－シトシン、５－ヒドロキシ－シトシン、６－ヒドロキシ－シトシン
、５－ヒドロキシメチル－シトシン、５－ジフルオロメチル－シトシン、ならびに非置換
型もしくは置換型の５－アルキニル－シトシン、Ｎ４－エチル－シトシン、Ｎ，Ｎ’－プ
ロピレンシトシン、フェノキサジン、５－フルオロ－ウラシル、５－ブロモ－ウラシル、
５－ブロモビニル－ウラシル、４－チオ－ウラシル、５－ヒドロキシ－ウラシル、５－プ
ロピニル－ウラシル、２－チオチミン、４－チオチミン、６－置換チミン、７－デアザ－
７－（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルグアニン、Ｎ２－メチル－グアニン、Ｎ６－メチル－アデ
ニン、８－オキソ－アデニン、８－ヒドロキシグアニン、および８－ブロモグアニンから
なる群より選択される、請求項９３に記載の免疫刺激性核酸。
【請求項９８】
前記置換プリンもしくは改変プリンまたは置換ピリミジンもしくは改変ピリミジンが、ユ
ニバーサル塩基（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｂａｓｅ）、芳香族環系、および水素原子（ｄＳ
ｐａｃｅｒ）からなる群より選択される、請求項９３に記載の免疫刺激性核酸。
【請求項９９】
前記置換プリンもしくは改変プリンまたは置換ピリミジンもしくは改変ピリミジンが、４
－メチル－インドール、５－ニトロ－インドール、３－ニトロピロール、Ｐ－塩基、およ
びＫ－塩基、ベンズイミダゾール、ジクロロ－ベンズイミダゾール、１－メチル－１Ｈ－
［１，２，４］トリアゾール－３－カルボン酸アミド、フルオロベンゼン、およびジフル
オロベンゼンからなる群より選択される、請求項９３に記載の免疫刺激性核酸。
【請求項１００】
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請求項８９～９９のいずれか１項に記載の免疫刺激性核酸および抗原を含む、ワクチン。
【請求項１０１】
請求項８９～９９のいずれか１項に記載の免疫刺激性核酸および薬学的に受容可能なキャ
リアを含む、薬学的組成物。
【請求項１０２】
請求項８９～９９のいずれか１項に記載の免疫刺激性核酸および抗癌薬物を含む、薬学的
組成物。
【請求項１０３】
癌の処置における使用のための薬物の製造のための、請求項８９～９９のいずれか１項に
記載の免疫刺激性核酸の使用。
【請求項１０４】
前記癌が、基底細胞癌、胆管癌、膀胱癌、骨癌、脳および中枢神経系の癌、乳癌、子宮頚
癌、絨毛癌、結腸および直腸癌、結合組織癌、消化器系の癌、子宮内膜癌、食道癌、眼の
癌、頭部および頸部の癌、胃癌、上皮内新生物、腎臓癌、咽頭癌、白血病、肝癌、肺癌、
ホジキンリンパ腫および非ホジキンリンパ腫を含むリンパ腫、黒色腫、骨髄腫、神経芽腫
、口腔癌、卵巣癌、膵臓癌、前立腺癌、網膜芽腫、横紋筋芽細胞腫、直腸癌、腎臓癌、呼
吸器系の癌、肉腫、皮膚癌、胃癌、精巣癌、甲状腺癌、子宮癌、泌尿器系の癌、または他
の癌腫および肉腫から選択される、請求項１０３に記載の使用。
【請求項１０５】
前記癌が、インターフェロンα（ＩＦＮ－α）での処置に感受性の癌である、請求項１０
３に記載の使用。
【請求項１０６】
前記ＩＦＮ－αでの処置に感受性の癌が、ヘアリーセル白血病、慢性骨髄性白血病、皮膚
Ｔ細胞白血病、多発性骨髄腫、濾胞性リンパ腫、悪性黒色腫、扁平上皮癌、ＡＩＤＳ関連
カポージ肉腫、腎細胞癌、前立腺癌腫、子宮頚部形成異常、または結腸癌腫から選択され
る、請求項１０５に記載の使用。
【請求項１０７】
前記薬物が、抗癌治療を組み合わせて使用するためのものである、請求項１０３に記載の
使用。
【請求項１０８】
前記抗癌治療が、放射線である、請求項１０７に記載の使用。
【請求項１０９】
前記抗癌治療が、癌薬物である、請求項１０７に記載の使用。
【請求項１１０】
前記癌薬物が、化学療法剤である、請求項１０９に記載の使用。
【請求項１１１】
前記化学療法剤が、メトトレキサート、ビンクリスチン、アドリアマイシン、シスプラチ
ン、非糖含有クロロエチルニトロソ尿素類、５－フルオロウラシル、マイトマイシンＣ、
ブレオマイシン、ドキソルビシン、ダカルバジン、タキソール、フラギリン、メグラミン
ＧＬＡ、バルルビシン、カルムスタイン、およびポリフェルポサン、ＭＭＩ２７０、ＢＡ
Ｙ　１２－９５６６、ＲＡＳファルネシルトランスフェラーゼインヒビター、ファルネシ
ルトランスフェラーゼインヒビター、ＭＭＰ、ＭＴＡ／ＬＹ２３１５１４、ＬＹ２６４６
１８／ロメテキソール、グラモレク、ＣＩ－９９４、ＴＮＰ－４７０、ハイカムチン／ト
ポテカン、ＰＫＣ４１２、パルスポダル／ＰＳＣ８３３、ノバントロン／ミトロキサント
ロン、メタレット／スラミン、バチマスタット、Ｅ７０７０、ＢＣＨ－４５５６、ＣＳ－
６８２、９－ＡＣ、ＡＧ３３４０、ＡＧ３４３３、Ｉｎｃｅｌ／ＶＸ－７１０、ＶＸ－８
５３、ＺＤ０１０１、ＩＳＩ６４１、ＯＤＮ６９８、ＴＡ２５１６／マルミスタット、Ｂ
Ｂ２５１６／マルミスタット、ＣＤＰ８４５、Ｄ２１６３、ＰＤ１８３８０５、ＤＸ８９
５１ｆ、レモナールＤＰ２２０２、ＦＫ３１７、ピシバニル／ＯＫ－４３２、ＡＤ３２／
バルルビシン、メタストロン／ストロンチウム誘導体、テモダール／テモゾロミド、エバ
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セット／リポソーマルドキソルビシン、ユータキサン／パクリタキセル、タキソール／パ
クリタキセル、キセロード／カペシタビン、フルツロン／ドキシフルリジン、シクロパッ
クス／経口パクリタキセル、経口タキソイド、ＳＰＵ－０７７／シスプラチン、ＨＭＲ　
１２７５／フラボピリドール、ＣＰ－３５８（７７４）／ＥＧＦＲ、ＣＰ－６０９（７５
４）／ＲＡＳオンコジーンインヒビター、ＢＭＳ－１８２７５１／経口プラチナ、ＵＦＴ
（テガフル／ウラシル）、エルガミゾール／レバミゾール、エニルウラシル／７７６Ｃ８
５／５ＦＵエンハンサー、カンプト／レバミゾール、カンプトスター／イリノテカン、ツ
モデックス／ラリトレキセド、ロイスタチン／クラドリビン、パキセックス／パクリタキ
セル、ドキシル／リポソーマルドキソルビシン、カエリックス／リポソーマルドキソルビ
シン、フルダラ／フルダラビン、ファルマルビシン／エピルビシン、デポサイト（Ｄｅｐ
ｏＣｙｔ）、ＺＤ１８３９、ＬＵ７９５５３／ビス－ナフタリミド、ＬＵ　１０３７９３
／ドラスタチン、カエチックス／リポソーマルドキソルビシン、ゲムザル／ゲムシタビン
、ＺＤ０４７３／アノルメッド、ＹＭ　１１６、ヨウ素シード、ＣＤＫ４インヒビターお
よびＣＤＫ２インヒビター、ＰＡＲＰインヒビター、Ｄ４８０９／デキシフォサミド、イ
フェス／メスネックス／イソファミド、ビュウモン（Ｖｕｍｏｎ）／テニポシド、パラプ
ラチン／カルボプラチン、プランチノール／シスプラチン、ベペシド／エトポシド、ＺＤ
９３３１、タキソテール／ドセタキセル、グアニンアラビノシドのプロドラッグ、タキサ
ンアナログ、ニトロソ尿素類、アルキル化剤（例えば、メルフェランおよびシクロホスフ
ァミド）、アミノグルテチミド、アスパラギナーゼ、ブスルファン、カルボプラチン、ク
ロラムブシル、シタラビンＨＣｌ、ダクチノマイシン、ダウノルビシンＨＣｌ、エストラ
ムスチンリン酸ナトリウム、エトポシド（ＶＰ１６－２１３）、フロクスリジン、フルオ
ロウラシル（５－ＦＵ）、フルタミド、ヒドロキシ尿素（ヒドロキシカルバミド）、ロム
スチン（ＣＣＮＵ）、メクロレタミンＨＣｌ（ナイトロジェンマスタード）、メルカプト
プリン、メスナ、ミトーテン（ｏ．ｐ’－ＤＤＤ）、ミトキサントロンＨＣｌ、オクトレ
チド、プリカマイシン、プロカルバジンＨＣｌ、ストレプトゾシン、クエン酸タモキシフ
ェン、チオグアニン、チオテパ、硫酸ビンブラスチン、アムサクリン（ｍ－ＡＭＳＡ）、
アザシチジン、エリスロポエチン、ヘキサメチルメラミン（ＨＭＭ）、インターロイキン
２、マイトグアゾン（メチル－ＧＡＧ；メチルグリオキサールビスグアニルヒドラゾン；
ＭＧＢＧ）、ペントスタチン（２’デオキシコホルマイシン）、セムスチン（メチル－Ｃ
ＣＮＵ）、テニポシド（ＶＭ－２６）、あるいは硫酸ビンデシンである、請求項１１０に
記載の使用。
【請求項１１２】
前記癌薬物が、免疫治療剤である、請求項１０９に記載の使用。
【請求項１１３】
前記免疫治療剤が、リツキサン、リブタキシン、ハーセプチン、クアドラメット、パノレ
ックス、ＩＤＥＣ－Ｙ２Ｂ８、ＢＥＣ２、Ｃ２２５、オンコリム、ＳＭＡＲＴ　Ｍ１９５
、ＡＴＲＡＧＥＮ、オバレックス、ベキサール、ＬＤＰ－０３、ｉｏｒ　ｔ６、ＭＤＸ－
２１０、ＭＤＸ－１１、ＭＤＸ－２２、ＯＶ１０３、３６２２Ｗ９４、抗ＶＥＧＦ、ゼナ
パックス、ＭＤＸ－２２０、ＭＤＸ－４４７、ＭＥＬＩＭＭＵＮＥ－２、ＭＥＬＩＭＭＵ
ＮＥ－１、ＣＥＡＣＩＤＥ、プレターゲット、ＮｏｖｏＭＡｂ－Ｇ２、ＴＮＴ、グリオマ
ブＨ、ＧＮＩ－２５０、ＥＭＤ－７２０００、リンホシド（ＬｙｍｐｈｏＣｉｄｅ）、Ｃ
ＭＡ６７６、モノファームＣ、４Ｂ５、ｉｏｒ　ｅｇｆ．ｒ３、ｉｏｒ　ｃ５、ＢＡＢＳ
、抗ＦＬＫ－２、ＭＤＸ－２６０、ＡＮＡ　Ａｂ、ＳＭＡＲＴ　１Ｄ１０　Ａｂ、ＳＭＡ
ＲＴ　ＡＢＬ　３６４　Ａｂ、またはＩｍｍｕＲＡＩＴ－ＣＥＡである、請求項１１２に
記載の使用。
【請求項１１４】
前記癌薬物が、癌ワクチンである、請求項１０９に記載の使用。
【請求項１１５】
前記癌ワクチンが、ＥＧＦ、抗イディオタイプ癌ワクチン、Ｇｐ７５抗原、ＧＭＫ黒色腫
ワクチン、ＭＧＶガングリオシド結合体ワクチン、Ｈｅｒ２／ｎｅｕ、オバレックス、Ｍ
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－Ｖａｘ、Ｏ－Ｖａｘ、Ｌ－Ｖａｘ、ＳＴｎ－ＫＨＬテラトープ、ＢＬＰ２５（ＭＵＣ－
１）、リポソーム性イディオタイプワクチン、メラシン、ペプチド抗原ワクチン、トキシ
ン／抗原ワクチン、ＭＶＡベースワクチン、ＰＡＣＩＳ、ＢＣＧワクチン、ＴＡ－ＨＰＶ
、ＴＡ－ＣＩＮ、ＤＩＳＣ－ウイルス、またはＩｍｍｕＣｙｓｔ／ＴｈｅｒａＣｙｓであ
る、請求項１１４に記載の使用。
【請求項１１６】
前記薬物が、１より多い抗癌治療と組み合わせて使用するためのものである、請求項１０
３に記載の使用。
【請求項１１７】
癌の処置における使用のための、請求項８９～９９のいずれか１項に記載の免疫刺激性核
酸を含む、組成物。
【請求項１１８】
前記癌が、基底細胞癌、胆管癌、膀胱癌、骨癌、脳および中枢神経系の癌、乳癌、子宮頚
癌、絨毛癌、結腸および直腸癌、結合組織癌、消化器系の癌、子宮内膜癌、食道癌、眼の
癌、頭部および頸部の癌、胃癌、上皮内新生物、腎臓癌、咽頭癌、白血病、肝癌、肺癌、
ホジキンリンパ腫および非ホジキンリンパ腫を含むリンパ腫、黒色腫、骨髄腫、神経芽腫
、口腔癌、卵巣癌、膵臓癌、前立腺癌、網膜芽腫、横紋筋芽細胞腫、直腸癌、腎臓癌、呼
吸器系の癌、肉腫、皮膚癌、胃癌、精巣癌、甲状腺癌、子宮癌、泌尿器系の癌、または他
の癌腫および肉腫から選択される、請求項１１７に記載の組成物。
【請求項１１９】
前記癌が、インターフェロンα（ＩＦＮ－α）での処置に感受性の癌である、請求項１１
７に記載の組成物。
【請求項１２０】
前記ＩＦＮ－αでの処置に感受性の癌が、ヘアリーセル白血病、慢性骨髄性白血病、皮膚
Ｔ細胞白血病、多発性骨髄腫、濾胞性リンパ腫、悪性黒色腫、扁平上皮癌、ＡＩＤＳ関連
カポージ肉腫、腎細胞癌、前立腺癌腫、子宮頚部形成異常、または結腸癌腫から選択され
る、請求項１１９に記載の組成物。
【請求項１２１】
前記組成物が、抗癌治療を組み合わせて使用するためのものである、請求項１１７に記載
の組成物。
【請求項１２２】
前記抗癌治療が、放射線である、請求項１２１に記載の組成物。
【請求項１２３】
前記抗癌治療が、癌薬物である、請求項１２１に記載の組成物。
【請求項１２４】
前記癌薬物が、化学療法剤である、請求項１２３に記載の組成物。
【請求項１２５】
前記化学療法剤が、メトトレキサート、ビンクリスチン、アドリアマイシン、シスプラチ
ン、非糖含有クロロエチルニトロソ尿素類、５－フルオロウラシル、マイトマイシンＣ、
ブレオマイシン、ドキソルビシン、ダカルバジン、タキソール、フラギリン、メグラミン
ＧＬＡ、バルルビシン、カルムスタイン、およびポリフェルポサン、ＭＭＩ２７０、ＢＡ
Ｙ　１２－９５６６、ＲＡＳファルネシルトランスフェラーゼインヒビター、ファルネシ
ルトランスフェラーゼインヒビター、ＭＭＰ、ＭＴＡ／ＬＹ２３１５１４、ＬＹ２６４６
１８／ロメテキソール、グラモレク、ＣＩ－９９４、ＴＮＰ－４７０、ハイカムチン／ト
ポテカン、ＰＫＣ４１２、パルスポダル／ＰＳＣ８３３、ノバントロン／ミトロキサント
ロン、メタレット／スラミン、バチマスタット、Ｅ７０７０、ＢＣＨ－４５５６、ＣＳ－
６８２、９－ＡＣ、ＡＧ３３４０、ＡＧ３４３３、Ｉｎｃｅｌ／ＶＸ－７１０、ＶＸ－８
５３、ＺＤ０１０１、ＩＳＩ６４１、ＯＤＮ６９８、ＴＡ２５１６／マルミスタット、Ｂ
Ｂ２５１６／マルミスタット、ＣＤＰ８４５、Ｄ２１６３、ＰＤ１８３８０５、ＤＸ８９
５１ｆ、レモナールＤＰ２２０２、ＦＫ３１７、ピシバニル／ＯＫ－４３２、ＡＤ３２／
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バルルビシン、メタストロン／ストロンチウム誘導体、テモダール／テモゾロミド、エバ
セット／リポソーマルドキソルビシン、ユータキサン／パクリタキセル、タキソール／パ
クリタキセル、キセロード／カペシタビン、フルツロン／ドキシフルリジン、シクロパッ
クス／経口パクリタキセル、経口タキソイド、ＳＰＵ－０７７／シスプラチン、ＨＭＲ　
１２７５／フラボピリドール、ＣＰ－３５８（７７４）／ＥＧＦＲ、ＣＰ－６０９（７５
４）／ＲＡＳオンコジーンインヒビター、ＢＭＳ－１８２７５１／経口プラチナ、ＵＦＴ
（テガフル／ウラシル）、エルガミゾール／レバミゾール、エニルウラシル／７７６Ｃ８
５／５ＦＵエンハンサー、カンプト／レバミゾール、カンプトスター／イリノテカン、ツ
モデックス／ラリトレキセド、ロイスタチン／クラドリビン、パキセックス／パクリタキ
セル、ドキシル／リポソーマルドキソルビシン、カエリックス／リポソーマルドキソルビ
シン、フルダラ／フルダラビン、ファルマルビシン／エピルビシン、デポサイト（Ｄｅｐ
ｏＣｙｔ）、ＺＤ１８３９、ＬＵ７９５５３／ビス－ナフタリミド、ＬＵ　１０３７９３
／ドラスタチン、カエチックス／リポソーマルドキソルビシン、ゲムザル／ゲムシタビン
、ＺＤ０４７３／アノルメッド、ＹＭ　１１６、ヨウ素シード、ＣＤＫ４インヒビターお
よびＣＤＫ２インヒビター、ＰＡＲＰインヒビター、Ｄ４８０９／デキシフォサミド、イ
フェス／メスネックス／イソファミド、ビュウモン（Ｖｕｍｏｎ）／テニポシド、パラプ
ラチン／カルボプラチン、プランチノール／シスプラチン、ベペシド／エトポシド、ＺＤ
９３３１、タキソテール／ドセタキセル、グアニンアラビノシドのプロドラッグ、タキサ
ンアナログ、ニトロソ尿素類、アルキル化剤（例えば、メルフェランおよびシクロホスフ
ァミド）、アミノグルテチミド、アスパラギナーゼ、ブスルファン、カルボプラチン、ク
ロラムブシル、シタラビンＨＣｌ、ダクチノマイシン、ダウノルビシンＨＣｌ、エストラ
ムスチンリン酸ナトリウム、エトポシド（ＶＰ１６－２１３）、フロクスリジン、フルオ
ロウラシル（５－ＦＵ）、フルタミド、ヒドロキシ尿素（ヒドロキシカルバミド）、ロム
スチン（ＣＣＮＵ）、メクロレタミンＨＣｌ（ナイトロジェンマスタード）、メルカプト
プリン、メスナ、ミトーテン（ｏ．ｐ’－ＤＤＤ）、ミトキサントロンＨＣｌ、オクトレ
チド、プリカマイシン、プロカルバジンＨＣｌ、ストレプトゾシン、クエン酸タモキシフ
ェン、チオグアニン、チオテパ、硫酸ビンブラスチン、アムサクリン（ｍ－ＡＭＳＡ）、
アザシチジン、エリスロポエチン、ヘキサメチルメラミン（ＨＭＭ）、インターロイキン
２、マイトグアゾン（メチル－ＧＡＧ；メチルグリオキサールビスグアニルヒドラゾン；
ＭＧＢＧ）、ペントスタチン（２’デオキシコホルマイシン）、セムスチン（メチル－Ｃ
ＣＮＵ）、テニポシド（ＶＭ－２６）、あるいは硫酸ビンデシンである、請求項１２４に
記載の組成物。
【請求項１２６】
前記癌薬物が、免疫治療剤である、請求項１２３に記載の組成物。
【請求項１２７】
前記免疫治療剤が、リツキサン、リブタキシン、ハーセプチン、クアドラメット、パノレ
ックス、ＩＤＥＣ－Ｙ２Ｂ８、ＢＥＣ２、Ｃ２２５、オンコリム、ＳＭＡＲＴ　Ｍ１９５
、ＡＴＲＡＧＥＮ、オバレックス、ベキサール、ＬＤＰ－０３、ｉｏｒ　ｔ６、ＭＤＸ－
２１０、ＭＤＸ－１１、ＭＤＸ－２２、ＯＶ１０３、３６２２Ｗ９４、抗ＶＥＧＦ、ゼナ
パックス、ＭＤＸ－２２０、ＭＤＸ－４４７、ＭＥＬＩＭＭＵＮＥ－２、ＭＥＬＩＭＭＵ
ＮＥ－１、ＣＥＡＣＩＤＥ、プレターゲット、ＮｏｖｏＭＡｂ－Ｇ２、ＴＮＴ、グリオマ
ブＨ、ＧＮＩ－２５０、ＥＭＤ－７２０００、リンホシド（ＬｙｍｐｈｏＣｉｄｅ）、Ｃ
ＭＡ６７６、モノファームＣ、４Ｂ５、ｉｏｒ　ｅｇｆ．ｒ３、ｉｏｒ　ｃ５、ＢＡＢＳ
、抗ＦＬＫ－２、ＭＤＸ－２６０、ＡＮＡ　Ａｂ、ＳＭＡＲＴ　１Ｄ１０　Ａｂ、ＳＭＡ
ＲＴ　ＡＢＬ　３６４　Ａｂ、またはＩｍｍｕＲＡＩＴ－ＣＥＡである、請求項１２６に
記載の組成物。
【請求項１２８】
前記癌薬物が、癌ワクチンである、請求項１２３に記載の使用。
【請求項１２９】
前記癌ワクチンが、ＥＧＦ、抗イディオタイプ癌ワクチン、Ｇｐ７５抗原、ＧＭＫ黒色腫
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ワクチン、ＭＧＶガングリオシド結合体ワクチン、Ｈｅｒ２／ｎｅｕ、オバレックス、Ｍ
－Ｖａｘ、Ｏ－Ｖａｘ、Ｌ－Ｖａｘ、ＳＴｎ－ＫＨＬテラトープ、ＢＬＰ２５（ＭＵＣ－
１）、リポソーム性イディオタイプワクチン、メラシン、ペプチド抗原ワクチン、トキシ
ン／抗原ワクチン、ＭＶＡベースワクチン、ＰＡＣＩＳ、ＢＣＧワクチン、ＴＡ－ＨＰＶ
、ＴＡ－ＣＩＮ、ＤＩＳＣ－ウイルス、またはＩｍｍｕＣｙｓｔ／ＴｈｅｒａＣｙｓであ
る、請求項１２８に記載の組成物。
【請求項１３０】
前記組成物が、１より多い抗癌治療と組み合わせて使用するためのものである、請求項１
１７に記載の組成物。
【請求項１３１】

を含む、免疫刺激性核酸分子。
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